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さ
ら
に
、
業
者
が
無
断
で
同
予
定
計
画
地
の
立
木
を
伐
採
し
た
こ
と
か
ら
、
本
来
指
導
に
あ
た
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
県
、

な
ら
び
に
国
の
姿
勢
が
問
わ
れ
て
い
る
。 

（
昭
和
五
十
一
年
池
田
町
）
こ
と
で
、
土
石
流
の
通
路
と
な
り
か
ね
な
い
場
所
に
産
廃
施
設
を
つ
く
る
こ
と
へ
の
防
災
上
の
不

安
が
住
民
の
間
に
つ
の
っ
て
い
る
。 

昨
年
十
二
月
十
七
日
、
香
川
県
小
豆
島
の
池
田
町
に
民
間
業
者
が
建
設
を
予
定
し
て
い
る
産
廃
施
設
建
設
計
画
予
定
地
の
実

地
調
査
を
行
っ
た
。
同
予
定
計
画
地
の
一
部
は
、
昭
和
三
十
七
年
十
一
月
十
六
日
に
建
設
省
に
よ
っ
て
砂
防
法
に
よ
る
「
砂
防

指
定
地
」
（
告
示
2
8
9
0
号
）
と
さ
れ
て
い
る
場
所
で
あ
る
。 

一 

砂
防
法
に
つ
い
て 

（
1
） 

昨
年
、
西
日
本
の
豪
雨
で
あ
い
つ
ぐ
被
害
が
出
た
こ
と
か
ら
、
建
設
省
は
地
滑
り
、
が
け
崩
れ
な
ど
の
危
険
の
あ

る
場
を
「
崩
壊
危
険
地
域
」
と
し
て
指
定
し
、
い
っ
そ
う
の
防
災
効
果
を
高
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
土
石
流
災
害 

ま
た
、
同
予
定
計
画
地
の
周
辺
及
び
下
方
で
、
大
規
模
な
土
石
流
が
発
生
し
て
農
地
・
家
屋
に
甚
大
な
被
害
が
広
が
っ
た 

よ
っ
て
実
地
調
査
を
踏
ま
え
、
以
下
質
問
す
る
。 
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（
4
） 

「
砂
防
指
定
地
・
地
滑
り
防
止
区
域
に
お
け
る
宅
地
造
成
の
大
規
模
開
発
審
査
基
準
（
案
）
」
（
昭
和
四
十
九
年 

（
3
） 

砂
防
法
は
第
四
十
一
条
で
、
禁
止
行
為
、
無
許
可
行
為
に
対
し
て
の
違
反
を
「
二
万
円
以
内
の
罰
金
若
し
く
は
一

年
以
下
の
懲
役
又
は
禁
錮
」
と
定
め
て
い
る
が
、
「
香
川
県
砂
防
管
理
規
則
」
で
は
、
「
二
千
円
以
下
の
過
料
」
と 

（
2
） 
砂
防
法
は
、
明
治
三
十
年
に
制
定
さ
れ
て
以
降
、
今
日
ま
で
百
年
以
上
大
き
な
改
正
な
く
存
続
し
て
い
る
僅
か
四

十
四
条
の
法
律
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
「
警
察
・
監
督
及
強
制
手
続
」
が
規
定
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
命
令
が
未 

 
 

 

制
定
の
た
め
に
砂
防
法
上
の
罰
則
は
実
効
性
が
保
た
れ
て
い
な
い
。
昭
和
二
十
八
年
に
定
め
ら
れ
た
「
香
川
県
砂
防

管
理
規
則
」
も
、
砂
防
法
同
様
に
目
的
が
明
記
さ
れ
て
な
く
、「
国
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
」
た
め
に
、
法
整
備
上

の
課
題
が
未
解
決
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。 

な
っ
て
い
る
。
一
方
、
森
林
法
の
無
許
可
伐
採
等
は
第
二
百
六
条
「
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
」
、
第
二
百
七
条
「
三 

の
未
然
の
防
止
に
、
砂
防
法
に
も
と
づ
く
砂
防
指
定
地
は
ど
の
よ
う
な
役
割
と
防
災
上
の
効
果
を
も
っ
て
い
る
の
か

相
互
の
関
係
を
述
べ
ら
れ
た
い
。 

十
万
円
以
下
の
罰
金
」
と
は
る
か
に
厳
し
い
。 

現
在
の
砂
防
法
違
反
の
禁
止
行
為
、
無
許
可
行
為
に
対
し
て
の
罰
則
は
不
十
分
で
な
い
の
か
。 四 

 



 

二 

池
田
町
産
廃
施
設
計
画
に
つ
い
て 

（
3
） 

一
方
、
香
川
県
砂
防
課
は
、
民
間
業
者
の
行
為
は
「
香
川
県
砂
防
管
理
規
則
・
第
三
条
第
一
項
（
許
可
を
要
す
る

行
為
・
立
竹
木
の
間
伐
）
」
違
反
に
あ
た
る
と
し
て
、
「
原
状
回
復
命
令
」
を
出
し
て
い
る
が
、
国
と
県
の
見
解
は 

（
2
） 

昨
年
九
月
、
建
設
省
河
川
局
砂
防
課
小
松
専
門
官
は
、
民
間
業
者
が
砂
防
指
定
地
内
の
立
木
を
無
許
可
で
伐
採
し

た
点
を
、
「
香
川
県
砂
防
管
理
規
則
・
第
二
条
第
二
項
（
行
為
の
禁
止
・
立
竹
木
の
皆
伐
）
に
違
反
し
て
い
る
」
と

述
べ
た
か
、
現
在
も
相
違
は
な
い
か
。 

（
1
） 

国
は
先
の
「
大
規
模
開
発
審
査
基
準
」
を
根
拠
と
し
て
、
香
川
県
砂
防
課
に
対
し
て
指
導
を
し
て
い
る
か
。
あ
る

い
は
、
す
で
に
「
産
廃
施
設
の
建
設
」
を
前
提
と
し
な
が
ら
、
香
川
県
に
対
し
て
連
絡
・
調
整
に
あ
た
っ
て
い
る
の

か
基
本
的
な
立
場
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

四
月
十
九
日
・
建
設
省
河
川
局
砂
防
課
長
通
達
）
は
、
現
在
に
い
た
る
ま
で
効
力
を
保
っ
て
い
る
か
否
か
。
ま
た
、

同
通
達
の
趣
旨
、
目
的
は
何
だ
っ
た
の
か
。 

不
統
一
の
ま
ま
か
。 

ま
た
、
県
の
解
釈
が
相
当
で
あ
る
と
す
る
な
ら
、
「
香
川
県
砂
防
管
理
規
則
・
第
四
条
」
に
よ
っ
て
許
可
期
間
は 

五 

 



 

（
5
） 

産
廃
施
設
建
設
が
計
画
さ
れ
て
い
る
周
辺
・
上
流
に
は
、
五
十
一
年
の
土
石
流
被
災
後
に
、
既
存
の
砂
防
ダ
ム
五

カ
所
に
加
え
て
さ
ら
に
五
カ
所
の
砂
防
ダ
ム
を
設
置
し
、
平
成
九
年
に
は
一
カ
所
を
追
加
着
工
し
た
こ
と
で
計
十
一

カ
所
の
砂
防
ダ
ム
と
、
林
務
関
係
の
谷
止
工
が
二
十
カ
所
設
置
さ
れ
て
い
る
。 

（
4
） 
香
川
県
は
民
間
業
者
に
対
し
て
、
昨
年
九
月
に
「
原
状
回
復
命
令
」
を
出
し
た
後
に
、
そ
の
方
途
を
具
体
的
に
指

導
し
、
た
だ
ち
に
植
林
を
さ
せ
て
い
る
。
現
地
調
査
で
そ
の
形
態
を
確
認
し
た
が
、
高
さ
が
三
十
セ
ン
チ
あ
ま
り
の

苗
木
が
植
林
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
も
、
た
だ
ち
に
活
着
し
て
い
る
か
ど
う
か
の
判
断
は
出
来
ず
、
ま
し
て
伐
採
前

の
立
木
の
形
態
と
は
一
変
し
て
い
る
と
指
摘
で
き
る
も
の
で
あ
っ
た
。 

砂
防
指
定
地
に
お
け
る
「
原
状
回
復
」
の
基
準
は
い
か
な
る
も
の
な
の
か
。
森
林
法
に
も
と
づ
く
「
原
状
回
復
」

と
は
、
「
植
林
し
て
一
年
後
に
活
着
状
況
を
見
た
上
で
判
断
す
る
」
（
香
川
県
森
林
保
全
対
策
室
・
高
松
営
林
署
調

べ
）
と
し
て
い
る
が
、
一
方
で
砂
防
指
定
地
で
は
植
林
後
に
た
だ
ち
に
「
原
状
回
復
」
が
判
定
で
き
る
合
理
的
な
理

由
を
記
さ
れ
た
い
。 

一
年
以
内
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
長
期
使
用
が
前
提
の
産
廃
施
設
建
設
は
不
可
能
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
点
の
政

府
の
解
釈
を
求
め
た
い
。 

六 

 



 

（
7
） 

同
計
画
予
定
地
の
一
キ
ロ
下
流
に
は
、
町
水
道
の
取
水
口
が
あ
り
、
ま
た
こ
の
地
域
一
帯
は
豊
富
な
地
下
水
を
汲 

（
6
） 

香
川
県
は
「
豊
島
」
の
深
刻
な
違
法
投
棄
と
環
境
汚
染
に
直
面
し
、
そ
の
困
難
な
解
決
に
国
と
も
ど
も
取
り
組
ん

で
い
る
は
ず
で
あ
る
。
厚
生
省
に
よ
れ
ば
、
産
廃
施
設
や
そ
の
予
定
地
が
「
砂
防
指
定
地
」
で
あ
っ
た
り
、
ま
た
そ

の
一
部
を
含
ん
で
い
る
こ
と
は
「
前
例
が
な
い
」
と
の
こ
と
で
あ
る
。 

て
い
る
。
そ
も
そ
も
、
こ
の
よ
う
な
立
地
条
件
で
も
産
廃
施
設
建
設
の
是
非
が
論
じ
ら
れ
る
の
か
ど
う
か
。
砂
防
ダ

ム
や
谷
止
工
に
も
、
巨
大
災
害
時
に
は
役
割
の
限
界
が
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
同
計
画
地
の
立
地
条
件
に
対
し
て

の
責
任
あ
る
見
解
を
求
め
た
い
。 

こ
の
一
帯
は
「
土
石
流
危
険
渓
流
」
に
あ
た
り
、
下
流
に
は
池
田
町
の
人
口
の
半
数
が
居
住
す
る
民
家
が
集
中
し 

ら
た
な
災
害
に
よ
る
複
合
汚
染
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
、
こ
れ
を
放
置
し
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
。
政
府
の
見
解

を
た
だ
し
た
い
。 

あ
え
て
、
説
明
す
る
ま
で
も
な
く
産
廃
施
設
に
土
石
流
が
襲
い
か
か
り
、
重
大
な
環
境
汚
染
を
発
生
さ
せ
る
こ
と

を
回
避
す
る
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
は
計
画
さ
え
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
香
川
県
砂
防
課
は
、
違

法
伐
採
を
一
年
間
黙
認
し
、
「
沈
砂
池
」
「
防
護
壁
」
な
ど
を
産
廃
施
設
建
設
を
前
提
に
指
導
に
及
ん
で
き
た
。
あ 

七 

 



 

 

八 

み
だ
し
て
飲
料
水
・
手
延
べ
素
麺
・
果
樹
園
な
ど
の
水
源
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。
人
口
集
中
地
か
ら
二
キ
ロ
し

か
離
れ
て
い
な
い
場
で
の
産
廃
施
設
建
設
計
画
の
危
険
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
。 

（
8
） 
し
か
も
、
産
廃
施
設
を
計
画
し
て
い
る
業
者
は
「
不
法
投
棄
」
で
県
と
町
の
注
意
・
指
導
を
う
け
つ
つ
も
、
不
法

投
棄
を
継
続
し
て
、
付
近
の
林
道
を
無
許
可
で
ル
ー
ト
変
更
を
し
た
り
、
野
焼
き
も
行
う
な
ど
不
法
行
為
を
重
ね
て

い
る
。 

同
計
画
地
の
砂
防
指
定
地
の
立
木
を
違
法
伐
採
し
た
の
も
重
ね
て
指
摘
の
と
お
り
で
あ
る
。
豊
島
の
場
合
も
民
間

業
者
の
た
び
重
な
る
嘘
と
不
実
、
行
政
の
監
督
不
行
き
届
き
が
被
害
を
甚
大
な
も
の
と
し
た
。
も
う
少
し
早
く
住
民

の
声
に
耳
を
傾
け
て
い
れ
ば
、
こ
こ
ま
で
被
害
を
大
き
く
す
る
前
に
対
策
を
打
つ
こ
と
が
出
来
た
と
い
う
の
が
、
関

係
者
・
専
門
家
の
一
致
し
た
見
方
で
あ
る
。 

小
豆
島
池
田
町
の
住
民
は
、
産
廃
施
設
の
計
画
に
大
き
な
不
安
を
も
ち
、
反
対
の
声
も
強
い
。
国
は
、
豊
島
の
教

訓
に
学
ん
で
住
民
の
声
を
聞
き
、
不
法
行
為
を
重
ね
る
業
者
に
厳
し
く
対
処
す
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。 

二
十
一
世
紀
の
子
々
孫
々
の
時
代
に
恥
ず
か
し
く
な
い
答
弁
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。 

右
質
問
す
る
。 


